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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第19期
第３四半期
連結累計期間

第20期
第３四半期
連結累計期間

第19期

会計期間
自 平成25年４月１日
至 平成25年12月31日

自 平成26年４月１日
至 平成26年12月31日

自 平成25年４月１日
至 平成26年３月31日

売上高 （千円） 11,631,119 11,862,586 16,225,241

経常利益 （千円） 451,020 404,509 658,534

四半期（当期）純利益 （千円） 395,505 242,778 226,892

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 405,043 436,976 256,425

純資産額 （千円） 9,375,193 9,187,672 9,015,218

総資産額 （千円） 13,522,958 13,871,951 14,043,941

１株当たり四半期（当期）

純利益金額
（円） 43.02 27.33 24.89

潜在株式調整後１株当たり

四半期（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 69.3 66.2 64.2

 

回次
第19期
第３四半期
連結会計期間

第20期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成25年10月１日
至 平成25年12月31日

自 平成26年10月１日
至 平成26年12月31日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 9.52 7.75

（注） 1.当社は四半期連結財務諸表を作成しているため、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

 2.売上高には、消費税等は含まれておりません。

 3.潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在していないため記載し

ておりません。

 4.平成26年１月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。これに伴い、第19期

の期首に当該株式分割が行われたと仮定して１株当たり四半期（当期）純利益金額を算定しております。

 

２【事業の内容】

 当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

 当第３四半期連結累計期間において、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は、前事業年

度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

 当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

 文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

 

(1）業績の状況

当第３四半期連結累計期間（平成26年4月1日～平成26年12月31日）におけるわが国経済は、金融緩和をはじめ

とする経済対策を背景に、企業業績の回復や雇用・所得環境の改善が見られるなど、景気は緩やかな回復基調に

あるものの、消費税引き上げなどによる消費者マインドの低下や海外景気の下振れなどにより、依然として先行

き不透明な状況が続いております。

当社グループが属します情報サービス産業においては、企業収益改善に伴う製造業などからの需要回復に加

え、災害及びセキュリティ対策に向けたシステム投資の拡大などからＩＴ投資の回復が見られたものの、大幅な

成長は期待し難い状況となっています。

このような経営環境の下、当社グループは長期経営計画の３年目を迎え、事業継続関連サービスやクラウド関

連サービスの拡充、法人・金融分野での商談の積上げ、当社ビジネスの収益基盤強化に向けた取り組みを積極的

に推進してまいりました。

売上面では、ソフトウエア開発並びに情報処理サービスの増収などにより、当第３四半期連結累計期間の売上

高は11,862百万円（前年同期比2.0％増）となりました。

利益面では、ソフトウエア開発における先行開発費の増加などにより、営業利益は354百万円（前年同期比

5.7％減）、経常利益は404百万円（同10.3％減）となりました。四半期純利益は、前年同期に連結子会社の完全

子会社化に伴う負ののれん発生益や投資有価証券売却益を計上した影響などから、前年同期比では38.6％減の

242百万円となりました。

 

セグメント別の業績に関しては以下のとおりであります。

 

（情報処理サービス）

金融機関向け運用サービス案件や自治体向けアウトソーシング案件の受注増加などにより、売上高は6,332

百万円（前年同期比3.2％増）、セグメント利益は、売上高の増加や業務の効率化並びに設備投資の償却費の

減少などにより、928百万円（同33.0％増）となりました。

 

（ソフトウエア開発）

金融機関及び一般法人向け常駐開発が増加したことなどにより、売上高は3,593百万円（前年同期比11.4％

増）、一方、セグメント利益は自治体向けシステムの先行開発費増により208百万円（同53.7％減）となりま

した。

 

（その他情報サービス）

一般法人向け機器導入支援サービスが増加したことなどにより、売上高は1,329百万円（前年同期比1.9％

増）、一方、セグメント利益は販管費の増加などにより82百万円（同13.3％減）となりました。

 

（システム機器販売）

金融機関向け機器販売が減少したことなどにより、売上高は606百万円（前年同期比37.2％減）、セグメン

ト利益は12百万円（同16.0％増）となりました。

 

(2）事業上及び財務上の対処すべき課題

 当第３四半期連結累計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた課題は

ありません。

 

(3）研究開発活動

 当第３四半期連結累計期間において、研究開発費の計上及び研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数（株）

 普通株式 32,000,000

計 32,000,000

 

②【発行済株式】

 

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成26年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成27年２月12日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 9,814,200 9,814,200
東京証券取引所

市場第一部

株主としての権利内容に制

限の無い標準となる株式で

あり、単元株式数は100株

であります。

計 9,814,200 9,814,200 － －

 

 

（２）【新株予約権等の状況】

 

 該当事項はありません。

 

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

 

 該当事項はありません。

 

 

（４）【ライツプランの内容】

 

 該当事項はありません。

 

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

 年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高
（千円）

平成26年10月１日～

平成26年12月31日
－ 9,814,200 － 1,398,557 － 473,557
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（６）【大株主の状況】

 

 当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

 

 

 

（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成26年12月31日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

普通株式    930,200
－ －

完全議決権株式（その他） 普通株式  8,882,700 88,827 －

単元未満株式 普通株式      1,300 － －

発行済株式総数 9,814,200 － －

総株主の議決権 － 88,827 －

       （注）「単元未満株式」の中には、自己保有株式34株が含まれております。

 

②【自己株式等】

平成26年12月31日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義
所有株式数
（株）

他人名義
所有株式数
（株）

所有株式数の
合計
（株）

発行済株式
総数に対する
所有株式数の
割合（％）

（自己保有株式）

 ＡＧＳ株式会社

 埼玉県さいたま市浦和区

 針ヶ谷四丁目３番25号
930,200 － 930,200 9.48

計 － 930,200 － 930,200 9.48
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２【役員の状況】

 前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間において、役員の異動はありません。

 なお、役職の異動は、次のとおりであります。

 

 役職の異動

新役名 新職名 旧役名 旧職名 氏名 異動年月日

取締役兼

常務執行役員

企画管理本部、

情報処理本部管掌兼

企画管理本部長兼

人事部長

取締役兼

常務執行役員

企画管理本部、

情報処理本部管掌兼

企画管理本部長

石井 進 平成26年8月19日

取締役兼

執行役員

法人事業本部管掌兼

法人事業本部長兼

法人システム第一部長

取締役兼

執行役員

法人事業本部管掌兼

法人事業本部長兼

法人企画部長

大庭 裕信 平成26年8月19日

取締役兼

常務執行役員

事業推進本部、保険医

療事業本部管掌兼

事業推進本部長兼

営業統括部長兼

保険医療事業本部

担当

取締役兼

常務執行役員

事業推進本部、保険

医療事業本部管掌兼

事業推進本部長兼

保険医療事業本部

担当

藤倉 広幸 平成26年9月16日
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
 当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

 

２．監査証明について
 当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成26年10月１日から平

成26年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成26年４月１日から平成26年12月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。

 

EDINET提出書類

ＡＧＳ株式会社(E25263)

四半期報告書

 7/16



１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成26年12月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,071,284 2,049,620

受取手形及び売掛金 2,253,888 1,656,989

有価証券 1,422,854 620,401

商品 95,394 86,762

仕掛品 71,146 152,584

原材料及び貯蔵品 14,761 136,049

その他 543,418 356,114

貸倒引当金 △2,342 △434

流動資産合計 5,470,406 5,058,086

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 2,876,678 2,673,540

土地 1,572,515 1,572,515

リース資産（純額） 1,023,446 1,000,447

その他（純額） 497,285 571,869

有形固定資産合計 5,969,925 5,818,372

無形固定資産 796,799 791,546

投資その他の資産   

投資有価証券 1,105,466 1,440,145

その他 701,355 763,807

貸倒引当金 △10 △6

投資その他の資産合計 1,806,810 2,203,945

固定資産合計 8,573,535 8,813,864

資産合計 14,043,941 13,871,951

負債の部   

流動負債   

買掛金 683,880 468,323

リース債務 333,528 323,848

未払法人税等 61,765 38,324

賞与引当金 － 269,489

受注損失引当金 859 18,324

製品保証引当金 39,013 48,416

その他 1,395,483 889,809

流動負債合計 2,514,531 2,056,535

固定負債   

リース債務 1,084,988 996,654

退職給付に係る負債 1,163,515 1,368,511

長期未払金 195,315 193,378

その他 70,371 69,200

固定負債合計 2,514,192 2,627,744

負債合計 5,028,723 4,684,279
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成26年12月31日)

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,398,557 1,398,557

資本剰余金 473,557 473,557

利益剰余金 7,556,381 7,534,638

自己株式 △403,438 △403,438

株主資本合計 9,025,057 9,003,314

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 201,518 353,775

退職給付に係る調整累計額 △211,357 △169,417

その他の包括利益累計額合計 △9,839 184,357

純資産合計 9,015,218 9,187,672

負債純資産合計 14,043,941 13,871,951
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（２）【四半期連結損益及び包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年12月31日)

売上高 11,631,119 11,862,586

売上原価 9,120,072 9,431,141

売上総利益 2,511,046 2,431,445

販売費及び一般管理費 2,135,468 2,077,327

営業利益 375,578 354,118

営業外収益   

受取利息 911 484

受取配当金 23,707 29,028

負ののれん償却額 4,424 1,171

補助金収入 73,855 33,305

その他 10,642 14,301

営業外収益合計 113,541 78,290

営業外費用   

支払利息 33,201 27,883

その他 4,897 16

営業外費用合計 38,098 27,899

経常利益 451,020 404,509

特別利益   

投資有価証券売却益 37,855 －

負ののれん発生益 59,443 －

特別利益合計 97,299 －

特別損失   

固定資産除却損 4,476 2,605

その他 46 －

特別損失合計 4,523 2,605

税金等調整前四半期純利益 543,796 401,903

法人税、住民税及び事業税 66,664 118,432

法人税等調整額 72,024 40,691

法人税等合計 138,688 159,124

少数株主損益調整前四半期純利益 405,107 242,778

少数株主利益 9,602 －

四半期純利益 395,505 242,778

少数株主利益 9,602 －

少数株主損益調整前四半期純利益 405,107 242,778

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △64 152,257

退職給付に係る調整額 － 41,939

その他の包括利益合計 △64 194,197

四半期包括利益 405,043 436,976

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 395,441 436,976

少数株主に係る四半期包括利益 9,602 －
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【注記事項】

（会計方針の変更）

（退職給付に関する会計基準等の適用）

 「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」とい

う。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以下

「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられ

た定めについて第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付

見込額の期間帰属方法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更するとともに、割引率の決定方法を、従業員の

平均残存勤務期間に近似した年数に基づく割引率から、退職給付の支払見込期間及び支払見込期間ごとの金額を

反映した単一の加重平均割引率を使用する方法へ変更しております。

 退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第３四

半期連結累計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加

減しております。

 この結果、当第３四半期連結累計期間の期首の退職給付に係る負債が162,740千円増加し、利益剰余金が

104,610千円減少しております。また、当第３四半期連結累計期間の損益に与える影響は軽微であります。
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

       当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

     期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む）及び負ののれんの償却額は、次のとおりで

     あります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自 平成25年４月１日
至 平成25年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自 平成26年４月１日
至 平成26年12月31日）

減価償却費 802,591千円 754,273千円

負ののれんの償却額 4,424 1,171

 

 

（株主資本等関係）

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自平成25年４月１日 至平成25年12月31日）

 

１．配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年５月13日

取締役会
普通株式 85,625 18 平成25年３月31日 平成25年６月10日 利益剰余金

平成25年10月30日

取締役会
普通株式 79,955 18 平成25年９月30日 平成25年12月２日 利益剰余金

 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間

の末日後となるもの

 

 該当事項はありません。

 

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自平成26年４月１日 至平成26年12月31日）

 

１．配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年５月13日

取締役会
普通株式 79,955 9 平成26年３月31日 平成26年６月２日 利益剰余金

平成26年10月28日

取締役会
普通株式 79,955 9 平成26年９月30日 平成26年12月１日 利益剰余金

        （注）平成26年１月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。１株当たり配当額

              は、株式分割後の金額となっております。

 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間

の末日後となるもの

 

 該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自 平成25年４月１日 至 平成25年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

       （単位：千円）

 報告セグメント

合計
調整額
（注）１

四半期連結
損益及び包
括利益計算
書計上額
（注）２

 
情報処理
サービス

ソフトウエ
ア開発

その他情報
サービス

システム
機器販売

計

売上高         

外部顧客への
売上高

6,134,874 3,225,710 1,305,335 965,198 11,631,119 11,631,119 － 11,631,119

セグメント間
の内部売上高
又は振替高

－ － － － － － － －

計 6,134,874 3,225,710 1,305,335 965,198 11,631,119 11,631,119 － 11,631,119

セグメント利益 698,299 449,623 95,624 10,825 1,254,372 1,254,372 △878,794 375,578

（注） 1.セグメント利益の調整額△878,794千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用△878,794千円

であります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

2.セグメント利益は、四半期連結損益及び包括利益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

 

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自 平成26年４月１日 至 平成26年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

       （単位：千円）

 報告セグメント

合計
調整額
（注）１

四半期連結
損益及び包
括利益計算
書計上額
（注）２

 
情報処理
サービス

ソフトウエ
ア開発

その他情報
サービス

システム
機器販売

計

売上高         

外部顧客への
売上高

6,332,416 3,593,612 1,329,984 606,572 11,862,586 11,862,586 － 11,862,586

セグメント間
の内部売上高
又は振替高

－ － － － － － － －

計 6,332,416 3,593,612 1,329,984 606,572 11,862,586 11,862,586 － 11,862,586

セグメント利益 928,609 208,273 82,891 12,557 1,232,332 1,232,332 △878,214 354,118

（注） 1.セグメント利益の調整額△878,214千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用△878,214千円

であります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

2.セグメント利益は、四半期連結損益及び包括利益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントの変更等に関する事項

 （退職給付に関する会計基準等の適用）

 （会計方針の変更）に記載のとおり、第１四半期連結会計期間より退職給付債務及び勤務費用の計算

方法を変更したことに伴い、報告セグメントの退職給付債務及び勤務費用の計算方法を同様に変更

しております。当該変更が当第３四半期連結累計期間のセグメント利益に与える影響は軽微であり

ます。

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

 １株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自 平成25年４月１日
至 平成25年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自 平成26年４月１日
至 平成26年12月31日）

 １株当たり四半期純利益金額 43円02銭 27円33銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額             （千円） 395,505 242,778

普通株主に帰属しない金額     （千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 395,505 242,778

普通株式の期中平均株式数       （株） 9,193,238 8,883,966

   （注） 1.潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在していないため記載しておりま

せん。

           2.平成26年１月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。これに伴い、前連結

会計年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定して１株当たり四半期純利益金額を算定しております。

 

（重要な後発事象）

 該当事項はありません。

 

 

２【その他】

平成26年10月28日開催の取締役会において、次のとおり剰余金の配当を行うことを決議いたしました。

(イ）配当金の総額                                   79,955千円

(ロ）１株当たりの金額                                 ９円00銭

(ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日       平成26年12月１日

（注）平成26年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対して、支払いを行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
 該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

 

   平成27年２月12日

    

ＡＧＳ株式会社    

取締役会 御中    

   
    

   新日本有限責任監査法人

    

 
   指定有限責任社員

   業務執行社員
公認会計士  田代 清和     印

    

 
   指定有限責任社員

   業務執行社員
公認会計士 澤部 直彦     印

 
 

 
  

 当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているＡＧＳ株式会

社の平成２６年４月１日から平成２７年３月３１日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成２６年１０月１

日から平成２６年１２月３１日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成２６年４月１日から平成２６年１２月３１日ま

で）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益及び包括利益計算書及び注記につい

て四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

 経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

 当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

 四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

 当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

 当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ＡＧＳ株式会社及び連結子会社の平成２６年１２月３１日現在の財政

状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての

重要な点において認められなかった。

 

利害関係
 会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。
 

以 上
 
（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。
２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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